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米馬蹄日誌（12）

京都帝大教授　山　本　一　溝

　1937年7月24　H（土曜日）

　南部族行申にハ1ゾ1ド大學のシヤプリ教授から成るべく早く來るやうにと

いふ親切な手紙が届V・てるたので，急に出面することとし，3人は今朝1塒焚

の汽車に乗った．ボストン直行である．外氣ぼ非常に暑いけれど，車中が冷房

してあるので實に爽快である・バスでは，とても此の如き愉侠な心行は出急な

V・！　4年前，米國の汽車は自動車のために押されて不景氣のドン底にあった

が，今は設備の改善と賃金の引下げとによって景氣を回復し，殆んどバスを打

ち負かした槻がある・

　16時ボストン市バクベイ騨下車，それから地下鐵によって直ちにケンブリヂ

に行き，17時過ぎ天心壼にたどりつき，更にEvans君の車に乗せられて25哩

を突破し18時にオ1クリヂ村の新天文豪に着いた．こNでシヤプリ戸長弛め，

Menzel，　Gibbs，　Lee，　Hen町諸氏に會ひ，設備の一部を豪長に見せられた後

附近のLittleton村のレストーラントで晩食を饗せられ，夜は一同，同じ森の

中のメンゼル博士の夏宅を訪問，22時頃，構内のAgassiz　Cottageに宿った．

　髭の天文豪で今日見た器械は，“16叶”のメトカ｝フ屈折機，“3吋”・ス釜始

め，4っのパトロール爲眞機，“24吋”反射望遠鏡と，其の大きい動物プリズム，

‘8吋”べ1チ爲兜虫で，皆撒年前ケンブリヂの天丈壼から移して來たものであ

る．自分は4年前に一一i度此所へ來たことがあるが，其の時に比べて構内は樹木

を昔のまSにして，手入れしてみない・弄れは日光の輻射を避けるために必要

なことである．

　7月25日（日曜日）

　昨夜のシヤプリ毫長のすNめに從ひ，今朝は特に早く起きて，先づ附近の高

V・火の見櫓に登って，景色を見た．それからギブス君の地震計室を見た．．室内

は寒い程に感じた・次で，シヤプリ弓長に“61吋”の大反射鏡を見せて貰った．

別に攣った所は無かったが，此の大きい器械は特來活躍するものと思はれる．
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　　　　　　　　　ニウヨ1ク市の景

　10時，面長夫妻や丸山たちに別れ，メンゼル氏の車に乗せられて，一・旦ボス

トン市バクペイ停車場に師り，騨に預けてある荷物を受取り，改めてケンブリ

ヂ市のコンチネンタル・ホテルに投宿した．

　15時，自分はチヤンニング街のサ1トン博士を訪ひ，一・別以來の挨拶を述べ

明日を約して蹴去した．

　本日附のニウヨ1ク・タイムス紙に，去六月の皆既「1食をペル1の山P｛1で識

いた故Stephens氏のコロナや，南天の書が出てみる，

　7月26日（月曜日）

　ハ1ブ1ド大藩天文豪では此の頃一種の夏期講習會を開いてみる．さきにシ

ヤプリ壷長が自分に態々手紙をよこして“早く懸るやうに”とすSめたのも，

要するに此の講習を來熱せよといふことであったのである．今日は10時45分か

らピツバ1グのBryan　O’Brien博士が成乳圏の講演を始めるので，自分も聴

いた．今日のは勝論である．

　正午，約束によって，大難のワイドナ圖書館にサ1トン博士を訪ね，理墨史

の書籍など見せて貰った後，更に同氏宅に招かれて，書餐を離せられ，暫く談

笑した．此の理學史の大家に，日本の聚落史家が二三人しか知られてみないの

には驚いた．15時三宿．
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　7月27日（火曜圓）

　正午，ハ〕ゾ】ド二二で書物をあさってみるうちに，Percival　LO畑liの

Occult　JapanとTycho　Braheの小論とを見つけた．

　16時15分から大向天文藁で，シヤプリ弓長を座長とする‘‘Holloxv　Square

Conference”があるので，柴田君と二人で出席したが，開會前，南庭でテ肩パ

1ティあり，久しぶりでLeon　Campbell氏に會つたので，神戸の岡林君の新星

心見に1封ずる表彰をすNめておいた．

　Conferenceのすんだ後，　WhipPle君に招かれ，吾々3人と，最近到着した

若きSchwarzschild君と，五人でボストンヘスキヤキを食べに行った．思ひが

けない御馳走で，近來の傑作であった．暑くはあったけれど．

　7月28日（水曜日）

　毎日忙しいので，今朝早くG．S．　Phelps氏に電話で挨拶をしてP　9時にボス

トン北停車場稜の汽車で，3人打ち揃ぴ，カナダに向ふ．日没頃Rouse　Pointで

税關を通過，19時10分にモントリヲル着．騨前めクヰ1ンス・ホテルに宿った．

　7月29臼（木曜i日）

　モンJ・リオルはカナダ第一の言論で，英語と佛語とが共に用ゐられる珍しい

市街であるが，此所には天文姦が無V・ので，午前中からサイト・シiイング・バ

スに乗ったりして，市の内外を一通り見物し，15時40分磯，19時オタワに潜，

シャトレロ1リエ・ホテルに投宿した．

　7月30日（金曜日）

　朝8時，日本公使館付海軍中佐竹内氏夫人來訪．案内されて，郊外のドミ口

触ン天文毫へ行く．毫長Stewart博士及びDe　Lury博士に會ひ，研究設備を

参観した．此の函丈豪は國立中歯面：交壼で，歴史は古く，子午環など備へて基

本槻測をやる外に，氣象や地震の観測もやってみるし，叉，De　Lury氏は攣

星や，太陽自韓の分光研究等をやってみる．このDe　Lury氏は叉太陽活動と

地上の諸現象との相關を飴技として研究してみる．建築は極めて古V・が，とに

かく，或る意味で充記してみる．

　竹内夫人の案内で，11時には議事堂を見，其の後，市の内外をドライヴした・

さて，15時にはオタワ磯，20時トロントに着V、て，ヲ1カレハウスホテルに宿
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る。

　何だか，毎日の新聞によると，日粟關係が非常にむつかしくなってみる．

　7月31日（土曜日）

　午前申は自由に市街を散歩した．14時から電車で北郊リチモンド丘へ行き，

近年出來た大天文豪を参槻する・4年前，・・ドクトリヤで會つたHogg博士が此

所へ移って來てるて，今日は迎えてくれた．大ド1ムには口樫“74吋”といふ

世界第二の反射鏡が据えられてある・英國クラブ製であるが，あらゆる黒占でギ

クトリヤの“72吋”以、しである．専ら恒星の分光研究をやってみる．此の天文

豪は3っのド1ムがあるが，一つは何の設備もない．他の一4つには豪長R，K．

Young博：士（今日は不在）自作の“19吋”反射鏡が置かれてある．研究窒も，

工作室も下しくて，廣V・・

　17時，吾々3人はリチモンドヒル村のホグ氏宅に招かれ，晩餐を頂き，20時

牢蹄宿．

　新聞によれば，数日前パナマ沖の大西洋にパナグラの飛行機“Santa　Maria”

が墜落して乗客も乗員も全部死んだFh．此の飛行機は自分が七月初めにリマか

らコnンまで乗ったものである！　尤も，墜落の原因は門下によるものらしい

　8月1日（日曜日）

　7時牛トロント磯，CN鐵道により10時米園ナイヤガラ騨潜．荷物を預けて

置いて，瀧の見物に出かけた．眞夏で，日曜なので，一般の見物客は非常に多

い・米國側の景色を見た後，三際橋を渡って，カナダ側の景色も充分に見，爲

眞など撮る・

　15時ナイヤガラ稜．ニウ日1ク・セントラル鐵道で，21時クリ1ヴランドに

落．ホテル・クリ1ヴランドに投宿した・此所は1922年に自分は一度來たこと

があるのだが，騨は全く新築され，下町の様子も一攣してみる．

　8月2日（月曜日）

　午前中は自由に市中見物・柴田君はピツバ1グへ，堀井君はデラエア天丈豪

へ二二に行く筈であったが，朝ね坊して，何れも駄目・

　12時20分クリ1ヴランド爽・乗り換へなしに，16時デトロイト着・YMCA・

ホテルに宿泊．今夕當地ヘカトリクの大倫正が着任するので，上前のロ1ゼゴ
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ルト臨場は槻迎騒ぎで賑はつてみる．

　8月3日（火曜日）

　レ1キ・アンゼロス畔のマクマス天文壷を訪ねるつもりで，午前中v・ろいろ

行路を研究したが，幸ひ，マクマス氏にも，Hubert氏にも電話が通じて，打

ち合はせが出減た．そこで13時04分デトロイト獲の郊外バスに乗って，先づ自

動車製造で有名なポとテヤ。クに行き，其の郵便局舎まで，天文毫からペテト博

士に迎えに來て貰った．

　此の天当面は，名義上はアンア1ボア天文i藪の一部となってみるけれど，一

際は亡く設立の私立天丈豪みたやうなもので，設備も計螢も皆マクマス，フ1

バ1ト諸氏の私費で成り，特に之れは創立の最初から活動爲眞機巧を天白研究

に慮正する技術を直流にしてみる．言は璽費府市外のクク氏の私立天文皇と並

び稻せられるものである．研究室は，太陽塔と“十P寸”赤道儀ド】ムとである

が，先づ太陽塔の中には，頂上の大シ1ロスタトから導入せられる日光によっ

て分光太陽像や，プロミネンス像を間断なく撮影してみる．又，ド1ム内の赤

道儀でも太陽や諸遊星，月，彗星等の蓮動や攣化を撮ってみる．天氣が良く，

殊に，ヰルソン山あたりと違って，日出から日波まで，シ1イングが絡日良好し

であるため，毎日の蓮績撮影が獲られる・ペテト氏は顧問の格で，毎年，夏の

間，ヰルソン山から此所へ出張して來七，仕事を主裁してみる．16時頃，マク

マス氏もデト・イトから天文墓へやって來て，吾々を接待されたが，氏は決し

て軍なる實業家のアマチュア天文家といふのでなぐ，實際，殆んど專門家らしい

知識と，手腕と，熱心を持ってるられることが明らかである・研究室参観後，

マクマス氏は近くの別甫のパ1ラiで，プロミネンスの活動爲眞一・巻を映爲し

て見せられたが，實に見ごとなもので，噴出型プロミネンが太陽面上の活動引

力部に吸ひ込まれて行く有様が極めて明瞭に現はれて，誠に誰の眼にもcon－

vincingである．こんな天文墓が，我が日本は言ふに及ぱす，全世界に四五ケ

所出湿て，連絡したならば，太陽面上の諸現象は完全に把握できると思ふ．感

嘆，誤れを久しうした！　術ほ，此のマクマス氏等が猫創考案した赤道儀の自

働装置も立派で正確なものである．一一一灘りは又逡られて，17時45分ポンテヤ

グ獲，19時デトUイトに麟着した．



258 来　洲　行　日　fiJe． 天界206

　8月4日（水曜日）

　8時20分にデト・イト中央停車場磯，9時牛アンナボアで途中下車，ミシガン

大品天文蓑を訪ねる．丁度H．D．カ1テス蔓長が迎へて下さって，暫く日食

の土産ぱなしなど．こんどの日食に，カ1ナス氏はワシントン天文三組の中に

入ってカントン島へ行く筈であったが，今年初から三山に冒されたため，参加

されなかった由である・

　カ1テス氏は，まだ少しやつれてみる身髄であるが，吾々を大ド1ムの申に

案内して，口経“37等皇吋”の反射鏡を見せられた．此の天文毫では目下力1テ

ス豪長調ら新二丈毫に据え付けるロ経“97樹寸”の大反射鏡の設計を進めてゐ

られる．鏡面はコ1ニング硝子三三で既に出卒上った由で，今は器械部の設計

と資金調達中であるが，回れを氏は念頭に置かれてみるため，“此の37ろ釧寸機は

最早や蕾式で駄目です”と繰り返してゐられるが，しかし，決して其んなもの

ではない．カ1テス，マクラフリン，ル1ファス諸氏によって絶えず，恒星のス

ペクトル研究に用ゐられてるる優秀機である・カ1テス弓長の今一つの誇り

は，さきに南アフリカのブル1ムフォンタインに設立された故ハシ1壼長記念の

天文盛が，最近，其の實際上の経螢を南阿の政府が引き受けることになった由

で，之れは三際弓術交敷上の一佳話であるばかりでなく，叉，三三上からも，

ミシガン大回天文壼の費用を大に節約し得ることとなったわけである．

　11時臨，夏期講義を絡つ疫ばかりのルーフ．ス教授が天交壼に蹄って來られ，

吾々を見て，大：喜び，2年ぶりの挨拶をなし，尚ほ，ル1ファス教授が此頃研究

槻測中のカシオペヤ座が星のスペクトル中に水素のバルマ1線が30本も現はれ

てるるとて，其の原板を見せられた．

、此の後，吾々はルーフ。ス氏夫妻の親切な接待で，先づ大學集會所で食事を頂

き，倉々山極氏に御目にか」つた後，郊外ヘドライブに出かけ，大きい競技場

や，新天竜豪敷地などを見た．それから叉大學へ蹄り，ル1フ。ス氏が近頃或る

本屋で鳥見されたとv・ふ元の天文家ワトソンの若v・頃の日誌帳を固書館で見せ

て貰った・旧記ワトソンも，二十壼の着V・頃には，“世界の大三者”だとか，

“Astronomer　Royal”だとかを肩書きにして，戯れ書きしてみるのが面白かつ

た．
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　17時，見途られてアンナボア二心，20時牛シカゴ市セントラル停車場着．食

事して，22時頃YMCIのホステルに入った．

　8月5日（木曜日）

　午前中，下町へ行って，取り敢へすカリフォルニや行きの汽車農豪を買った．

夏期履行が大繁昌で，日曜朝の汽車は満員のため，止むなく土曜の夜に出磯と

する．

　午後，自分濁りで海岸のアドラ・プラネタリウムを訪ねたが，所長フォクス博

士は最近にジャクソン公園に薪設された理工學博物館長に韓任したとかで，こ

ちらの方では所長事務取扱ぴベネト女史に會ひ，陳列品等をゆっくり見せて貰

った．4年前にも此所へ來たことがあるので，大抵は知ってみるものが多V・・

時闇の都合上，ド1ム内には入らなかった・

　昨日，ヰルソン山天文肇で，ハブル博士が13等級の一新彗星を褒延した由，

新聞に出てみる。疲れが“100吋”大反射鏡で稜見された最：初の彗星だといふ11

　8月6日（金曜日）

　朝起きして，7時20分シカゴ北西停車場磯の汽車に乗り，10時20分ヰリヤム

スベイ騨着・ゾンビ1スブルック教授に迎えられた．ベイは夏の盛りで，湖岸

は賑はつてみる．ヤ1キ1ス天交壼に行く途上，ゾンビ1教授は車を暫く止め

て，道端に近頃作られた故フロスト豪長記念の小公園を見せられた．

　天交墓では，Chandrasekhar，　Kuiper，　Elvey，　Miss　Calver，壼長Struve，

Moffitt，技師Ridel，　Sullivan女史等々，昔しからの名じみの人々や新しい友

人たちに紹介せられる．實に此の天文豪は，近來釜々細論的色彩が濃厚であ

る．バンビ1教授は先づ大“40吋”赤道儀の構造の詳細と，其のド1ムの隅々

まで案内され，柴堀爾君も全く満足の龍である．屋外の景色も勿論良V・．今こ

の天：交豪では，遠くテキサス大虚の名で建設中の口穫“82吋”反射鏡の細部の

設計と工作とに全力を集中してみると言っても宜い．バンビ1教授は此の薪機

械の接眼部に置かれる星像撮影装置と，測微尺とを見せられ，叉，Moffitt氏

は複雑な分光爲眞機の構造を見せられた．以前，かの8米ド1ムの申にあった

“12吋”屈折望遠鏡は今は臨にテキサスのFort　Davis山上に途られてある．

　争…つ小ド1ム中にある“2呪”反射鏡は近頃多少改良された由。叉，ブル1
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ス爲眞望遠鏡は，ロス氏の考案で，昔パ1クハ】スト教授が用みたUVカメ

ラ其の他の部分品が附加せられ，総計6個の爲眞玉がマウントされてるるとV・

ふ．時聞が無くて，此の2つは逮に見られなかった．

　正午，吾々3入はバンビ1教授の宅で午餐を饗せられた．十数年前，自分が

長く滞留してみた此の家の此の食堂である・敏授夫妻や，ミス・バンビ1女史

も元の姿であるが，只，令嬢2人と令息とは全く大入になって了って，昔の面

影は無）、・幸ひ，夏期で，二等の全家族に皆御目にか瓦れたことは大きい喜び

であった．

　食後，バレト老教授夫妻を訪ひコフロスト未亡人にも會ひ，叉ストル1べ壷

長及びエノい判氏とは黄道光問題で可なり長V・聞意見の交換をした．最近この

Elvey氏が花山ブレテンに載った東亜天丈協會の黄道光観測報告のみを材料と

して，黄道光の長期四光を磯見し，之れを天艦物理雑誌に磯表したことを知り，

共のコピ1を貰った！　喜びでもあり，驚きでもある．

　最後にバンビi教授に吾々は案内されて，ジエネブ湖岸を散歩し，それから

ハ1ゾ1ド騨まで見邊られて，15時04分獲の北西野道列車に乗り，18時牛シカ

ゴに蹄つた．

　8月7日（土曜日）

　正午頃，自分は下りでジャクソン公園の新建設中の坦工學博物館にフォクス

館長を訪ねた．幸ひ居られて，挨拶を交換し，内部参観の便をはかられ，御自

慢の人造石炭坑の中も見た・フ。クス氏は，時節柄，支那に劃する日本の工作を

自分の面前で批評されたが，此の人は只新聞記事だけしか知らないらしい・

　20時，求めに慮じて，Y．　M．　C．1．の講堂でロ本人諸氏のために日食を中心と

した天文講演をした．其の後，直ちに吾々3人は出回し，20時45分デヤボ1ン

停車場畿のサンタフェ線“Scout”列車に三つた．

　8月8日（日曜日）

　汽車は朝7時牛カンサス着，剛σ島民車する．柴堀爾君は此の停車時間中に

市内の見物をしたらしV・が，自分は暑さのため，車内にみた．とにかく，今日

のアメリカの汽車は，夏の暑さを完全に征服して了つた感がある．日本でも何

時かは此の通りになるだらう・
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　8月9日（月曜日）

　16時，フラグスタフ着，三頭蔦　ロ1エル天文弓長V・M・スライフア博士

の出迎えを受け，直ちに其の車で，火星丘上の天文豪に案内せられた・壷長室

で，弟（E．C．）スラィフア氏にも會ひ，吾々はペル1の日食の土産話などした・

此の二丈i褻の人々は今までにも度々日食槻測の経験があるので，話ははつむ．

それ．から，二二の案内で，例の冥王星の三見に用ゐられた“十’：i：吋”三二機や，

火星観察と恒星分光研究とに用ゐられる“廿四三”大赤道儀とを見，故円エ

ル博士の墓にも詣でた．

　夜はMonte　Vlsta　HotelとL（ふ氣持ちの良いホテルに宿る．

　S月　IO日（火曜圓）

　昨日スラィフア豪長の斡旋で雇ひ入れたNava　Hopi　Autoの車で，朝8時

から町の東郊ヘドラィヴし，有名な三星坑を見に行く．かねて爲眞などで知っ

てはみたが，高地に見ると，此の：巨大な坑は實に不思議な謎らしい怪である・

三人で，いろいろ探瞼して見たが，意外に深く，時間も無くて，底までは下り

られない．記念のため，大小の胆鐵を3つばかり買って，フラグスタフに麟る・

　午後は，伺じ車で，こんどはグランド・カニヨンを見に行く．途中は杢くア

リゾナらしい砂漠で飽き飽きしたが，15時過ぎカニヨン畔のEl　Tovar　HoteI

に到着，直ちに所々の見學と撮影などした・之れも誠に現代世界の七不思議に

算へられて宣いものの…であるが，見物するのに，馬や徒歩は奮式であって，

飛行機が最：も良いと思はれる，Hopi　Houseとか，　Bright　Angel　Lodgeなど

も而白い．

　18時・バスでカニオン獲・20時にヰリヤムス騨蒜夕食後，騨前の弓場でフィ

ンスラ彗星を北斗星の近くに見る．それから丁度，22時に到着した西行きの列

車に乗り寝皇に入る．

　8月11日（水曜日）

　汽車は今朝1時二三にヰリヤムスを出獲したらしい．今朝，車中で眼がさめ

て見ると，吾々は美しい南カリフオニヤの野を走ってみる．暑さも去った・

　13時牛，ロスアンゲレス着，東一・條のミヤコ・ホテルに入る．長田鵜浦爾氏

亭亭．丁度，日米亭亭亭亭に出席した口亭亭生が40名ばかり當市に來てるる
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が，今夜西本願寺で一一・行の二品會があるといふので，聴きに行く．

　8月12日（木曜日）

　午前中，宿に長田鵜浦爾氏，及び，満載ニウヨ1ク支店長武田胤雄氏來訪．

午後は會員高村長田爾氏等と，ハリウド車外のグリフス丘上にあるプラネタリ

ウムにアルタ豪長を往訪し，今後の打ち合はせなどする．それから更に五人打

ち揃ってパサデナに行き，ヰルソン山亭丈豪を訪ね，アンダソン博士の案内で

工周壁に行き，目下工作中の有名な“二百吋”大反射鏡や，其の十分7一・摸型，

光學試験室，及び太陽研究用の旧卒望遠鏡など，實に霧しく驚くべき諸設備を

見た．

　18時，旧地の教役者會員たちの晩餐會に招かれ，21時よりは日本人商業會議

所に於ける野生代表座談會に臨む．

　8月13日（金曜日）

　朝10時，グリフス天文藁に於いて日本學生代表…行と會ふ。11時牛，天文寮

のCleminshow氏に案内せられ，ヰルソン山に登り，先づ山上ホテルにて少

憩，午餐共の後，天丈豪に行き，陳列室，［（百吋”機，研究室等を参槻、　一・一

自分は圖らすも15年ぶりでカナダのクリステ、氏に會つた．

　17時牛，編宿．20時，合同教門にて武田氏の支那問題に關する講演をきく．

　8月14日（土曜日）

　朝，柴堀爾君は長田政二氏の案内でLion　Farmや，　AIIigator　Farm等を

見に行く．自分は鵜浦氏の案内で11時から再び・ミサデナに行き，ヰルソン山天

日皇オフaスにてSeares，　Joy爾博士に會ひ，暫時談笑．其の旛il途，ミラン街

のミス・バスビシェルを訪ねたが，不在．

　17時，鵜浦氏と共に木崎氏方に於いて晩餐を約せられた．

　　　　　　　　　　　　　山　本　　遅　氏

　去る5月6日臨時召集令を受け，真正6日朝10時，多くの親族や友人たちに見

途られて，伏見老荘兵第16聯隊i第2中除第5班に入螢されました．

　愈員木村恒二郎氏（松江市石橋町縄手）は，去る3月30日の職闘にて名轟の職

死を途げら泥由，晶晶家より通知がありました．


